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友
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富山県は健康とスポーツ日本ーを目指して

はいるが、人々はどうしても狭い家に閉じこ

もりがちで、 今一つ盛り上がり がみられない。

生涯学習先進県といわれるくら い熱心な県民

の学習意欲を、体づ くりにも向けられないも

のだろうか。

2000年国体やインターハイの開催が目前に

迫ってきたこともあって、人々の関心は次第

にスポーツに向けられはじめてはいるが、強

いスポーツ選手を育て上げるには、それなり

の環境が整っていなければならない。県民一

人ひとりがその気になって、意識的に体力づ

くりに励むような土壌があって、はじめてす

ぐれた競技スポーツマンが生まれてくるので

ある。その意味で現在県当局が主導的に計画

を進めている健康村づくりの構想はまさに時

宜を得たものという べきである。

このような計画を自治体が手懸けるからに

は、当然箱ものと人づくりに絞られよう 。箱

もので考慮、してほしいことは、県内各地区に、

老若男女を問わず、 日頃健康に心がけている

人た ち、 スポーツ日本ーを目指す若者たち、

さら にはリハビリーに励んでいる人たちも含め

て、 大勢の人々が夏でも冬でも快適に体を動

かせるような、 冷暖房はもち ろん、 設備の整

った広々 した室内卜 レ一二ング場の建設であ

る。 とかく子供の進学のこと で頭が一杯な父

兄の方々 を、た っぷ りある余暇時間に、家族

ぐるみ引っ張り出せるような、楽 しい場を作

っていただきたい。

人づく りは箱ものすく りと違ってなかなか

容易ではないが、生涯スポーツのリ ーダー養

成は欠かせない。ここで大切なこと は、 その

ような リーダーは、 これまでとかく ボラ ンテ

ィアに頼 りがちだったが、それでは長続きし

ない。一生職業とし て成り立つよう な形にな

っていないと、本当のリ ーダーは育つまい。

大都会では数々のスポーツク ラブやカルチャ

ーセ ンターが大賑わいで、スポーツインスト

ラク ターは引っ張り凧だが、 富山県ではまだ

そこまではいっていない。最近は企業でもス

ポーツ施設を整えて、社員の健康づくりに目

を向けるようになってはきたが、残念ながらイ

ンストラクターまではおいてないので、施設

がとかく遊びがちになって しまうという 。訓

練されたインストラクターはお一人ひとりの

健康度や体力に合った運動の指導ができるよ

う、基礎医学や体力学の教育を受けている。

本県でもこんなインストラ クターが引っ張り

凧になる時代を迎える日も近い。

、和JC広tfょう農業の輪

只p

集落営農のパイオニア野口営農組合

「
い
や
l
、何
で
そ
ん
な
賞
が
私
た
ち
に
あ
た

っ
た
の
か
不
思
議
だ
ね
。
で

も
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
U

数
あ
る
農
業
賞
の
中
で
も
最
も
権
威
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
朝
日
農
業
賞
」
。
県
内
で
は
何
と
十
二
年
振
り
に
こ
れ
を
受

賞
し
た
城
端
町
の
野
口
営
農
組
合
。
組
合
長
の
山
下
信

一
さ
ん
と
山
瀬
晃
副

組
合
長
に
城
端
農
業
改
良
普
及
所
で
受
賞
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

野
口
営
農
組
合
は
城
端
町
の
野
口
地
区
三
十
戸
の
う
ち
二
十
三
戸
の
全
農

家
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
戸
だ
け
が
第

一
種
主
未
農
家
の
他
は
す
べ
て

第
二
種
差
未
農
家
と
い
う
、
典
型
的
な
他
業
種
依
存
型
農
家
で
す
。
今
回
、

撃
未
を
可
能
に
し
た
集
落

一
農
場
方
式
の
生
産
組
織
を
確
立
し
た
点
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
の
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た
。

集
落

一
農
場
方
式
を
導
入
す
る
際
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
合
理
的
利
用
の
た

め
に
、
各
農
家
の
米
を

一
括
し
て
取
り
扱
う
、
い
わ
ゆ
る
米
の
プ
ー
ル
計
算

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
こ
の
採
用
を
め
ぐ

っ
て
「
地

力
の
差
に
よ
り
収
穣
量
が
違
う
」「
良
く
管
理
を
し
て
収
穫
量
を
多
く
し
た
者

が
馬
鹿
を
見
る
」
な
ど
反
対
の
声
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
村
の
将
来
の
た

め
に
は
、
「
こ
こ
が
正
念
場
」
と
ひ
ざ
を
交
じ
え
た
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
地
力
の
高
位
平
準
化
を
図
る
こ
と
な
ど
で
全
組
合
員
の

同
意
を
得
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
昨
年
の
十
ア
ー
ル

当
た
り
の
コ
ス
ト
は
県
平
均
の
約
半
分
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
の
所
得
は
県
平

均
の
二
倍
以
上
と
、
非
常
に
高
い
収
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
野
口
地
区
の
伝
統
は
グ
和
。
で
す
U

と
言
う
山
下
組
合
長
。
毎
月
十
日
に

定
例
会
を
聞
き
、
情
報
や
意
見
の
交
換
に
よ
る
親
睦
を
深
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
地
区
の
中
の
人
間
関
係
は
大
変
良
好
だ
そ
う
で
す
。

「
農
業
外
の
仕
事
に
支
障
を
き
た
さ
ず
、

か
つ
、
経
済
的
に
見
合
う
点
が
、
若
者
に

も
理
解
さ
れ
、
う
ち
の
村
に
は
、
後
継
者

不
足
と
い
う
問
題
は
な
い
で
す
ね
U

山
瀬

副
組
合
長
が
自
信
を
も
っ
て
言
う
よ
う
に

撃
未
農
家
比
率
日
本

一
の
富
山
県
農
業
が

進
む
べ
き

一
つ
の
道
を
示
唆
し
た
野
口
営

農
組
合
。
今
後
も
農
が
活
き
暮
ら
し
も
生

き
る
集
落
営
農
を
展
開
し
て
、

富
山
県
農

業
を
力
強
く
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。



平
成
三
年
度
の
富
山
県
予
算

一
般
会
計
は
、

五、

一
三
四
億
七
四
万
五
千
円
で
、
前
年
度
当
初

に
比
べ
て
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
県
立
中
央
病
院
の
整
備
、
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
建
設
、
第

一
回
ジ
ャ

パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
の
準
備
な
ど
継
続
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
を
図
る
ほ
か
、

県
民
の
健
康

・
福
祉
の
向
上
、
県
土
の
総
合
的

な
環
境
整
備
、

産
業
の
高
度
化
な
ど
の
施
策
を

一一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
二
十

一
世
紀
の
し
あ
わ
せ

に
生
き
る
富
山
の
創
造
を
め
、
ざ
し
て
、
新
富
山

県
民
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
総
合
計
画
を
展
開
し
て

い
く
う
え
で
重
要
な
視
点
と
な
る
三
つ
の
立
県

を
進
め
ま
す
。

ー
、
新
し
い
豊
か
さ
時
代
の
先
導

砂
心
豊
か
な
幸
福
社
会
富
山
H

の
実
現

:
・
「
生
活
立
県
」

2
、
開
放
の
時
代
の
先
導

。
世
界
に
聞
か
れ
貢
献
す
る
富
山
H

の
実
現

:
:
「
国
際
立
県
」

3
、
知
的
資
本
の
時
代
の
先
導

砂
創
造
性
あ
ふ
れ
る
富
山
市
の
実
現

:
・
「
人
材
立
県
」

(単位千円)

区 介 予算額 対当初前(%伸年)度率

一般会 計 513，400，745 7.0 

特 別 会計 29，876，276 19.3 

計(普通会計) 543，277，021 7.6 

収益会 計 11，877，351 ム 4.8

企業会 計 40，103，493 16.7 

4に2コ誌 計⑧ 595，257，865 7.9 

平成8年度富山県予算



平成3年度富山県予算(予算の概要)

134，562，000 2.6 26.2 

8，848，000 ム 4.5 1.7 

地 方 ゥムセι 付 キ見 1 34， 182， 000 6.4 26.1 
/ 商工 警察など 教育費 県税

22.6% 22.7% 19.2% 26.2% 

交通安全対策特別交付金 462，000 10.3 0.1 姐持掴雌姐富司自F 1，160億7，569万円 1 ，167億3，186万円 982億8，431万円 1，345億6，200万円
:Jo 

介 担金及 び負 担 金 7，376，766 0.2 1.4 

使用料 及び手数料 12，733，381 3.2 2.5 
民80生ンι1・%6首生13費1ィ万二一円1ム入 廃圭昼克

国 庫 支 出 金 91，626，150 
45 

3.2 17.8 / 土木費

者桑 入 金 20，333，652 72.7 4.0 
22.2% 

¥ 1，139億5.919万円

県 債 54，746，294 6.3 10.7 

諸収 入・ そ の他 48，530，502 18.1 

歳 入 £E』コ 計 513，400，745 7.0 

議 ，コdエ』 費 1 ，230，805 8.1 0.2 

2μ4公心、 務 費 53，263，811 12.9 10.5 

民 生・衛 生 費 45，061，314 11 .0 8.8 

7-L3 4 イ動 費 3，088，657 0.3 0.6 

農林水産業費 66，179，663 0.6 12.9 

商 工 費 20，738，445 6.9 4.0 

土 木 費 113 ， 959， 187 5.2 22.2 

警 察 費 21，695，978 8.0 4.2 

教 =同包 ζ 費 116，731，862 6.4 22.7 

災 三Eコ三 復 |日 費 5，510，906 28.2 1 . 1 

公 債 費 55，393，035 8.5 10.8 

諸 支 出 金 10，347，082 16.8 2.0 

予 備 費 200，000 。。 。。
513，400，745 7.0 100.0 

5 4 
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明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

七

六
億

一
、一

0
0
万
円

間
地
域
総
合
福
祉
の
推
進

県
民
だ
れ
も
が
不
安
の
な
い
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
家
庭
、

施

設
が

一
体
と
な

っ
た

地
域
総
令
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
社
会
、

こ
の
た
め
地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
る
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
の
基
盤
整
備
を
行
う
ほ
か
、
健
康

・
福
祉

人
材
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
を
設
置
し
て
、
福
祉
マ
ン
パ
ワ

多
様
化
す
る

ー
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

増
大
、

健
康

・
福
祉
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

総
合
施
設
(
ケ
ア
ボ
ー
ト
庄
川
(
仮
称
)
)
に健
、康

福
ネ止

対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
対
策
の
拡
充

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
屋
根
雪
等

の
除
雪
支
援
事
業
を
行
う
ほ
か
、

高
齢
福
祉
推
進
員
を

倍
増
し
ま
す
。

血
児
童
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
推
進

子
供
た
ち
の
夢
と
創
造
性
を
育
む
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
四
年
の
開
館
に
向
け
て
、

(
仮
称
)
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

こ
ど
も
み
ら
い
館

ま
た
、

C
川
二
こ
↑
n
T
J
+
1

キ
t
q
JJ
f
L
W
↓
吋
川
悶
刊

4
小
l

の
特
色
あ
る
児
童
館
づ
く
り
に
助
成
す
る
な
ど
、
児
童

館
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

翻
県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん
対
策

三
年
目
に
入
る
が
ん
対
策
で
は
、
新
た
に
大
腸
が
ん

の
集
団
検
診
を
取
り
入
れ
ま
す
。
対
象
者
は
四
十
歳
以

上
で
、
約

一
万
四
千
人
の
受
診
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
死
亡
率
が
全
国
第
四
位
と
依
然
と
し

て
発
生
率
の
高
い
胃
が
ん
に
つ
い
て
も
、
検
診
車
を
増

車
整
備
す
る
な
ど
、
が
ん
攻
略
県
民
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

二
O
O
O年
国
体
に
向
け
て

二
0
0
0
年
国
体
に
向
け
て
、
秋
季
大
会
の
メ

l
ン

会
場
と
な
る
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が
い
よ
い

よ
本
格
的
な
工
事
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
季
大
会
の

メ
ー
ン
会
場
と
な
る
県
営
フ

l
ル
も
高
岡
市
二
上
地
区

で
の
建
設
が
決
ま
り
、

地
方
都
市
で
は
初
め
て
の
九
コ

ー
ス
の
五
十
メ
ー
ト
ル
プ

l
ル
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

-
一
般
向
け
福
祉
読
本
の
発
行

-
「
看
護
の
日
」
制
定
記
念
事
業

-
と
や
ま
健
康
村
の
推
進
計
画

-
ね
た
き
り
防
止
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講

-
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
補
助

-
西
部
総
合
体
育
館
(
仮
称
)

の
調
査

-
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化
・
推
進

2
一
生
涯
学
習
の
推
進

-
一
、
O
二
五
億
四
、

一
O
O
万
円

回
生
涯
学
習
社
会
の
基
盤
づ
く
り

人
生
を
充
実
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

な
ん
で
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き

る
聞
か
れ
た
生
涯
学
習
社
会
の
基
盤
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
公
民
館
指
導
員
を
増
や
す
な
ど
、
公

民
館
活
動
を
活
性
化
す
る
ほ
か
、
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
生
涯
学
習
の
総
合
的
な
推

進
を
図
り
ま
す
。

-
小
、
中
学
校
に
お
い
て
の
伺
入
学
級
の
実
施

-
高
等
学
校
特
別
活
動
の
振
興
や
高
等
学
校
産
業
教
育

フ
ェ
ア
の
開
催

-
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
の
推
進

-
高
志
養
護
学
校
こ
ま
ど
り
分
教
室
の
増
築

-
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)
の
建
設

園
ヰ
妙
子
・
定
七
九
ソ
長
風
、

3
-
1ー
庄

一
司
』

J
J
41
1
i
Eノ

園

四

五
億
六
、
一

O
O
万
円

筒
芸
術
文
化
活
動
の
支
援

心
の
豊
か
さ
や
生
活
に
う
る
お
い
を
求
め
る
県
民
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
新
た
に
県
民
芸
術
劇
場
を
開
催

す
る
ほ
か
、
開
館
十
周
年
を
迎
え
る
県
立
近
代
美
術
館

に
お
い
て
、
第
三
回
世
界
ポ
ス
タ
ー
・
ト
リ

エ
ン
ナ
l

レ
ト
ヤ
マ
展
等
を
開
催
し
ま
す
。

-
文
化
プ
ラ
ン
の
策
定

・
立
山
博
物
館
の
開
館

-
新
川
文
化
ホ

l
ル

(仮
称
)
の
建
設

-
ふ
る
さ
と
発
見
・
科
学
創
造
体
験
推
進
計
画
の
策
定

-

と

女

性
の
力
を
社
会
に

A
『
圃

J

園

一
九
億

一
、四

O
O
万
円

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン
の
改
訂

を
行
う
ほ
か
、
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の
調
査
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

「
国
際
青
年
の

村
」
の
平
成
四
年
開
催
に
向
け
て

の
準
備
を
進
め
ま
す

0

・
青
年
の
翼

・
婦
人
の
翼
の
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン、

の
派
遣

・
若
者
T
O
D
A
Y
事
業
の
推
進

6 

ソ
連
へ

-J
」

E
y
b
h院
土
谷

¥η
立ひ

5
-
E妻
美

.
4昨
4
4
r
d支
川

園

七

O
億
九
、
九

O
O
万
円

す
べ
て
の
県
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
長
寿
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
高

齢
者
の
保
健
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
富
山
県
地
域

福
祉
基
金
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
い
き
い
き
長
寿
財

団
の
機
能
の
充
実
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
を
図
る

な
ど
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
施
策
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

-
余
暇
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定

-
住
み
よ

い
家
手つ
く
り
融
資
事
業
の
拡
充

7 



魅
力
あ
る
郷
土
つ
く
り

1
-
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

園

三
五
七
億
六
、
六
O
O
万
円

麟
と
や
ま
環
境
保
全
財
団
(
仮
称
)
の
設
立

県
民
参
加
の
幅
広
い
県
土
美
化
運
動
を
推
進
す
る
た

め
、
夏
ご
ろ
を
め
ど
に
「
環
境
保
全
財
団
」
(
仮
称
)
を

設
立
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
、
行

政
と
住
民
、
企
業
が

一
体
に
な

っ
て
進
め
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、

全
国
初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
知
識
の
普
及

や
情
報
の
提
供
な
ど
の

P
R
を
は
じ
め
、
調
査
研
究
、

相
談
指
導
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
な
ど
を

行
い
、
環
境
保
全
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
を
目
指

し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
推
進

昨
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
が
百
二
十
人
と
三
年
続
け

て
百
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、

早
急
な
対
策
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
約
千
二
百
人
の
方
に

交
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
す
る
ほ
か
、
新
た
に
交
通

安
全
青
年
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
運

動
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

-
河
川
水
活
用
に
よ
る
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
調
査

.
ゴ
ル
フ
場
農
薬
実
態
調
査

-
快
適
な
公
共
ト
イ
レ
の
整
備

・
警
察
本
部
庁
舎
の
建
設

-
広
報
紙

「県
警
広
報
と
や
ま
(
仮
称
)
」
の
発
行

2
一
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

園

二
二
六
億

一
、
三
O
O
万
円

四
博
覧
会
計
画
の
推
進

J
E
T
幻
(
第

一
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
)

の
平
成
四
年
七
月
の
開
催
に
向
け
て
、
富
山
ジ
ャ
パ
ン

エ
キ
ス
ポ
協
会
と
の
連
携
を

一
層
強
化
す
る
と
と
も
に

県
出
展
の
展
示
物
製
作
、
市
町
村
が
博
覧
会
に
協
賛
し

て
行
う
行
催
事
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
博
覧
会
の
展
示
館
と
な
る
ふ
る
さ

と
パ
レ
ス
(
仮
称
)
や
展
望
塔
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

四
月
着
工
の
ふ
る
さ
と
パ

レ
ス
は
ジ
ャ

パ
ン

エ
キ
ス

ポ
館
の
中
央
部
分
を
、
閉
幕
後
も
県
民
の
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
活
用
で
き
る
多
目
的
施
設
に
す
る
も
の
で
、

約
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

.
花
と
緑
の
県
づ
く
り

新
し
い
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
花
と
緑
の
県

づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
キ

i
パ
l
の
百
人
増
員
や
、
学
校
緑
化
モ
デ
ル
事
業
の
創

設
な
ど
花
と
緑
の
銀
行
事
業
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
県
立

高
等
学
校
な
ど
の
緑
化
事
業
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
央
植
物
園
の
造
園
工
事
に
本
格
的
に
着
手

し
日
本
海
側
で
初
め
て
の
総
合
的
な
植
物
園
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
林
業
試
験
場
の
樹
木
園
、
頼
成
の
森

水
生
植
物
園
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
市
町
村
の
専
門

植
物
園
の
整
備
に
対
し
助
成
す
る
な
ど
、
植
物
公
園
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

-
夜
間
景
観
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
創
設

・
や
す
ら
ぎ
あ
る
農
村
整
備

-
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
費
(
太
閤
山
ラ
ン
ド
周
辺
)

-
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
(
地
域

e

つ
く
り
指

導
者
派
遣
事
業
)
の
創
設

-
市
町
村
の
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援

.
と
や
ま
・
ふ
く
お
か
家
族
旅
行
村
の
整
備

3

一
県
土
の
保
全
と
活
用

園

八

O
七
億

一
、一

O
O
万
円

量
全
県
域
下
水
道
化
構
想

新
県
民
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
十
年
後
の
下
水

道
普
及
率
七

O
%
達
成
の
た
め
に
、
今
年
度
は
、
神
通

川
左
岸
流
域
下
水
道
事
業
の
諸
調
査
を
進
め
、
早
期
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
小
矢
部
川
流
域
下

水
道
の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
農
村
下
水
道

の
積
極
的
な
整
備
や
合
併
処
理
持
化
槽
の
普
及
を
図
る

な
ど
し
て
全
県
域
下
水
道
化
構
想
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

四
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
の
推
進

帆
船
海
王
丸
の
本
格
係
留
に
備
え
て
、
係
留
関
連
施
設

や
海
王
丸
パ

l
ク
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
日
本

海
博
物
館
(
仮
称
)
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
ほ
か
、

海
洋
研
修
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
に
対
し
て
助
成

す
る
な
ど
、
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
を
進
め
ま
す
。

-
雪
国
快
適
ま
ち

a

つ
く
り
事
業
の
創
設

・
海
洋
深
層
水
利
用
実
用
化
の
調
査

-
二
十
一
世
紀
水
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
の
設
置

・
雪
に
親
し
む
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助

-
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
活
動
強
化

-
雪
に
親
し
む
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助

・
二
十
一
世
紀
海
ビ
ジ
ョ
ン
の
普
及
啓
発

4
一
交
通
情
報
通
信
体
系
の
整
備

園

五

四

七
億
二
、八
O
O
万
円

購
富
山
・
名
古
屋
便
の
開
設

本
格
的
な
コ
ミ
ュ

l
タ
l
航
空
富
山

・
名
古
屋
便
の

今
春
の
開
設
に
伴
い
、
エ
プ
ロ
ン

の
拡
張
な
ど
、

富
山

空
港
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
新

規
路
線
開
設
の
た
め
の
需
要
予
測
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
国
際
化

へ
向
け
て
の
検
討
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

8 

東
海
北
陸
自
動
車
道
・
能
越
自

動
車
道
の
建
設
促
進

東
海
北
陸
自
動
車
道

の
小
矢
部
ジ
‘ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
と

福
光
イ
ン
タ
ー
聞
の

一一

・
四
キ
ロ

の
工
事
が
三
年
度

で
ほ
ぼ
完
成
し
、

J
E
T
犯
の
閉
幕
ま
で
に
は
利
則
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
う
ひ
と

つ
の
高
速
道
路
、
能
越
自
動
車
道
は
、
昨

年
十
二
月
、
小
矢
部
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
福
岡
イ
ン
タ

ー
聞
の
六

・
九
キ
ロ
が
県
道
路
公
社
の
有
料
道
路
事
業

に
認
可
さ
れ
、
平
成
七
年
の
完
成
を
目
指
し
、

=一
年
度

も
引
き
続
き
用
地
買
収
、
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

-
北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進

-
伏
木
外
港
の
建
設
促
進

-
丘
の
夢
幹
線
道
路
網
の
整
備
促
進

.
新
桜
町
駐
車
場
の
建
設

圃
司
到

4
茶
色
土
寸
℃
¥
九
ソ
寸
h
b

5

・It
R
r
4
E
E
d
J
4」
、
ノ
『
戸

園

四
億
四、

三
O
O
万
円

際
環
日
本
海
交
流
の
推
進

ソ
連
沿
海
地
方
と
の
交
流
を
進
め
る
た
め
、
五
月
に

県
極
東
訪
問
団
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
海
地

方
の
実
務
交
流
協
議
団
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団
の
受
入

れ
、
秋
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
経
済
市
場
に
つ
い
て

の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

-
オ
レ
ゴ
ン
州
で
の
ト
ヤ
マ
ウ
ィ
ー
ク
(
仮
称
)
の
開
催

・
遼
寧
省
留
学
生
の
受
入
れ

-
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

9 



活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

ー
一
新
世
議
諸
井
万
円

信
頭
脳
立
地
計
画
の
推
進

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
新
し
い
産
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
は
、
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
技
術
革
新
や
国
際
化
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い

く
た
め
め
環
境
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
富
山
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ

ー
ク
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
頭
脳
立

地
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

-
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
研
究
棟
の
基
本
設
計

に
着
手

・
国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
基
本
構
想
の
検

寸
d

-・
遼
寧
省
投
資
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

3

一
工
業
拘
ハ
噴
き
O
万円

-
デ
ザ
イ
ン
の
振
興

創
造
性
豊
か
な
工
業
を
振
興
す
る
た
め
に
は
、
工
業

の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を
充
実
し
先
端
技

術
開
発
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

引
イ
ン
富
山
の
開
催
や
平
成
四
年
開
催
予
定
の
国
際
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

-
農
本

K
産
業
刀
振
興

2

・J
H
E
M
』
句

一ノ
玉
砕
た
当

1
0
剖
摂
盛
ノ

-

五

O
四
億
七
、
七
O
O
万円

m
農
業
後
継
者
の
育
成

県
で
は
お
い
し
い
富
山
米
の
生
産
を
基
幹
に
、
園
芸

や
畜
産
の
振
興
を
図
り
、
地
域
性
豊
か
な
生
産
性
の
高

い
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
若
者
の
農
業
ば

な
れ
が
進
む
な
か
、
本
県
農
業
の
中
核
と
な
る
農
業
後

継
者
の
育
成
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
担
い
手
確
保
に
対
す
る
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
、
若
者
を
農
業
に
引
き
付
け
る
有
効
策

を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
農
業
士
制
度
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

青
年
農
業
者
へ
の
農
地
貸
付
制
度
を
充
実
さ
せ
ま
す

0

.
新
品
種

「
越
の
華
」
の
普
及
推
進

-
農
業
協
同
組
合
の
合
併
推
進
を
助
成

・
球
根
乾
燥
プ
ラ

ン
ト
の
研
究

-
里
山
林
間
活
用
促
進
事
業
に
対
す
る
助
成

-
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
基
幹
施
設
の
整
備
に

対
す
る
助
成

.
集
落
営
農
体
制
の
推
進

-
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
施
設
の
拡
充

国
中
小
企
業
の
振
興

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
や
高
度
化
資
金
を
大
幅

に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
ゆ
と
り
創
造
資
金
や

高
齢
者
等
就
業
促
進
資
金
を
創
設
し
ま
す
。

-
富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
の
拡
張
を
促
進

-
小
矢
部
南
部
丘
陵
企
業
団
地
開
発
基
本
構
想
の
策
定

・
地
域
産
業
活
性
化
推
進
事
業
に
対
す
る
助
成

-
伝
統
医
薬
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

4
-
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

園

二
八
億
二
、六

O
O
万円

聞
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ

観
光
立
県
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光
客
を
温
か

く
迎
え
る
も
て
な
し
の
心
と
環
境
が
大
切
で
す
。
こ
の

た
め
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
積
極
的
な

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
に
観
光
案
内
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
い
き
い
き
富
山
観
光
道
場
を

開
設
し
て
、
県
内
の
観
光
業
の
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
研

修
を
行
う
な
ど
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

-
透
明
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
整
備
に
対
す
る
助
成

-
富
山
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
整
備
促
進

・
中
小
流
通
業
事
業
転
換
等
特
別
融
資
資
金
の
創
設

与
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

園

二
八
億
六
、
六
O
O
万円

m
U
タ
l
ン
の
促
進

近
年
の
景
気
の
拡
大
を
背
景
に
求
人
が
増
加
し
て
人

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
県
で
は
、

県
内
産
業
紹
介
ビ
デ
オ
や

U
タ
l
ン
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の

作
成
な
ど
、
人
材
対
策
本
部
を
中
心
と
し
て
情
報
機
能

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
今
時
若
者
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど

U
タ
l
ン
の
促
進
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

-
ゆ
と
り
推
進
県
民
会
議
の
設
置

-
第
三
回
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会
の
開
催

10 

実
施
の
た
め
に

三
億
六
、
九

O
O
万円

。
組
織
構
機

-
高
齢
社
会
対
策
室
の
高
齢
福
祉
課
へ
の
改
組

・
公
衆
衛
生
課
の
健
康
課
へ
の
改
称

-
商
工
振
興
課
の
商
工
企
画
課
へ
の
改
称

・
経
営
指
導
課
の
商
業
振
興
課
へ
の
改
称

・
観
光
物
産
課
の
観
光
通
商
課
へ
の
改
称

.
経
営
指
導
課
の
商
業
振
興
課
へ
の
改
称

・
全
国
高
校
総
体
準
備
室
の
設
置

-
高
度
情
報
班
の
設
置

・
職
員
定
数

11 

小
中
学
校
に
お
け
る
四
十
人
学
級
の
推
進
等
に
よ
り
、

教
職
員
は
七
十
人
を
増
員
。
そ
の
他
の
職
員
は
据
え
置

支」。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

-
「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
・
m
富
山
開
催
に
対
す
る
助
成

.
テ
レ
ビ
・
週
刊
誌
広
告
等
を
活
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア

ツ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
T

O
Y
A
M
A
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
引
の
開

催



白
木
水
無
県
立
自
然
公
園
撮影
/赤羽仁諭

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
白

可
憐
に

あ
ざ
や
か
に

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
黄

そ
し
て
カ
タ
ク
リ
の
淡
紫

み
ん
な
雪
が
深
か
っ
た
ぶ
ん
だ
け



回
最近「地方の時代」と言われ、各自治体が競って自分たちの地

域を売り出そうと積極的な活動を展開しています。そうした中、
富山県でも魅力ある「富山の顔づくり」を進めそれを全国・世界
へ発信していくことが重要になっています。
企画調整室政策班では、富山県がより魅力あふれるものになる

よう、豊かな自然を活かしたリゾート開発や、産業基盤の整備に
至るまで、広い範囲での様々な計画を企画、立案しています。

園陸鍾企画調整室政策班

ター:若島富美子(ミスあさひ)

砂
富
山
県
が
魅
力
あ
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
と

い
う
の
は
、
富
山
県
に
住
む
誰
も
が
願
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
今
ひ
と
つ
パ

ツ
と
し
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
若
者
を
中
心
に
あ
る
こ
と

も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

な
く
し
て
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

様
々
な
計
画
を
企
画
・
立
案
し
て
い
る
の
が
企
画
調

整
室
で
す
。
私
達
の
富
山
県
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
魅
力
的
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
ん
な
素
敵
な

夢
を
聞
-
-
う
と
私
は
期
待
を
持
っ
て
政
策
班
を
訪
ね

ま
し
た
。

ラ
マ
ラ
イ

ン
(
仮
称
ア
が
そ
れ
で
す
。
と
て
も
魅
力

あ
る
事
業
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
だ
け
で
、
休

日
の

一
日
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
そ
の
道
路
を
海
岸
線
に
つ
な
げ
て

一
つ
の

ル
l
ト
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
に
も
、

社
会
参
加

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
と
、
多
方
面
に
向
け

て
、
県
民
の
余
暇
活
動
の
充
実
の
た
め
に
努
力
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、

富
山
県
の
自
然
を

活
か
し
v

一
年
中
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
ど
ん

ど
ん
計
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

心、
ω
豊
わ

τ、
F
大
切
に

|
|

|
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
街
づ
く
り

も
の
の
豊
か
さ
が
満
さ
れ
る
と
、
次
に
は
心
の
豊

ぜ
方
1

、+E拘
わふ

豊
わ
な
余
暇
生
活
F
あ
な
た
に
/

リ
ゾ
ー
ト
、
余
暇
ビ
ジ
ョ
ン

さ

っ
そ
く
、
私
は
川
口
政
策
班
長
か
ら
企
画
調
整

室
で
現
在
担
当
し
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
高
度
情
報
化
の
推
進
、
科
学
技
術
の
振

興
、
海
洋
総
合
利
用
な
ど
様
々
な
計
画
の
中
で
、
私

が
特
に
興
味
を
持

っ
た
の
は

「余
暇
総
合
対
策
」
と

で
す
。

「う
る
お
い

の
あ
る
県
づ
く
り
」

現
在
は
、

自
由
時
間
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

そ
れ
に
伴

つ

て
余
暇
生
活
の
充
実
を
求
め
る
声
も
増
え
て
き
て
い

実
際
、
私
は
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き

る
そ
う

で
す
。

で
、
日
頃
か
ら
休
み

の
日
に
は
、

立
山
連
峰

・
富
山

湾
を
見
渡
せ
る
ド
ラ
イ
ブ

コ
l
ス
を
運
転
し
て
み
た

い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
辺
り
を
尋
ね
て
み
る

と、

二
年
前
か
ら
計
画
し
て
具
体
化
し
て
い
る
事
業

が
あ
り
ま
し
た
。
山
か
ら
海
が
見
え
る
ド
ラ
イ
ブ

コ

ー
ス
と
し
て
黒
部

・
剣
岳
山
麓

・
立
山
山
麓

・
有
峰

グ北
ア
ル
プ
ス
パ

ノ

湖
な
ど

の
観
光
拠
点
を

つ
な
ぐス

タ
ー
ト
さ
せ
る
セ
ク

シ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

大
変
で
あ
る
反
面
、
プ
ラ
ン
し

た
事
が
実
現
し
て

い
く
と
と
て
も
嬉
し
く
、
楽
し
く

な
る
そ
う
で
す
。
富
山
県
が
更
に

一
層
魅
力
あ
ふ
れ

る
県
に
な

っ
て
い
く
と
本
当
に
い
い

で
す
ね
。

人
l

海
ー
一
一
十
一
世
紀

i

l

-

-

海
王
丸
財
団
を
訪
ね
て

企
画
調
整
室
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
に
、
J
海
の
プ
ラ
ザ
日
本
海
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
。
が
あ
り
ま
す
。
海
王
丸
を
メ
イ
ン
と
し

た
大
リ
ゾ
ー
ト
の
計
画
で
す
。
私
は
、
海
王
丸
財
団

を
訪
問
し
篠
塚
船
長
に
、
海
王
丸
の
船
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
訪
問
者
数
は
二

た
く
さ
ん

の
人
が
こ
こ
を
訪
れ
る
理
由
を
聞
い
て

み
る
と
、
港
全
体
が
見
え
、
海
が
す
ぐ
側
に
あ
り、

船
に
乗
れ
る
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
る

企篠塚船長と

か
さ
を

求
め
る
。

こ
れ
は
、

誰
で
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
自
分

の
住
ん
で
い

る
身
近
な
市
町
村

L

で
あ
れ
ば、

な

¥
ー

お
さ
ら
の
事
で
す
。

札

そ
れ
を
実
現
し

~
九
九

ょ
う
と
す
る

の

ι寸

が、

。ふ
る
さ
と

¥

、

環
境
総
合
整
備
事
業
。

で
す
。
こ
れ
は、

各
市
町
村

の
歴
史
や
個
性
を
重
視
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
も
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
道
路
や
河
川
、

海
岸
の

デ
ザ
イ
ン
性
や
文
化
性
の
導
入
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、

三
十
五
市
町
村
中
十
の
市
町
村
が
取
り
く
ん

で
お
り
、
企
画
調
整
室
で
は
、
そ
の
市
町
村
の
特
色

を
い
か
し
た
整
備
計
画
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
そ

う
で
す
。

14 

惨)11口班長

こ
の
よ
う
に
企
画
調
整
室
は
、
幅
広
く
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
に
取
り
組
み
、
県
の
重
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企 j毎王丸船内 を案内してもらいました。

か
ら
で
は
な
い

か
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

実
際
、
海
王
丸

か
ら
見
る
海
は

と
て
も
き
れ
い

で
、
な
ん
だ
か

心
が
静
ま
る
思

い
が
し
ま
し
た
。

現
在
、

計
画
さ

れ
て
い
る
海
王

丸
と
海
の
魅
力

を
創
出
し
た
リ

ゾ
ー
ト
、

日

訪遠海
れ し ミ h

たくユ
し、 、 !
とそ ジ
思のア
い H寺ム
ま はの
し ぜ 完

ひ 成
も カす
う今
ー か 企海のプラザホ日本海ミュージアム構想"
度ら

待
ち

15 



ふるさと
みてある

町

を
テ

i
マ
に
し

毎
年
八
月
、
歌
に
踊
り
に
パ
レ
ー
ド
と
、

あ
げ
て
盛
大
に
行
わ
れ
る
「
小
杉
ま
つ
り
」
。
そ
の
中
に
、

町
制
百
年
を
迎
え
た
一
昨
年
か
ら
創
作
み
こ
し
コ
ン
テ

全
町
内
を

ス
ト
が
加
わ

っ
た
。
祭
り
当
日
に
は
、
思
い
思
い
に
飾

ら
れ
た
創
作
み
こ
し
約
百
丁
が
町
に
繰
り
出
す
。

昨
年
の
創
作
み
こ
し
の
中
で
最
優
秀
賞
と
な

っ
た
の

が、

北
陸
自
動
車
道
小
杉
イ
ン
タ
ー
近
く
青
井
谷
地
区

の

「
小
杉
花
博
丸
」
。
「
タ
イ
ム
リ
ー
に
花
博
と
海
王
丸

た
の
が
よ
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
U

御後信和さん

f麦と
ア 信世
ノJ¥和話
字 さ役
校んの
の。御

規
模
が
小
さ
い

の
で
、

大
勢
の

人
が
集
ま
る
晴

れ
の
場
で
子
供
た
ち
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
考
え

た
ん
で
す
。

一
等
賞
も
と

っ
た
し
い
い
夏
休
み
の
思
い

出
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
よ
U

み
こ
し
は
地
区
内
の
親
子

が
力
を
合
わ
せ
、

ヵ
月
の
期
間
を
か
け
て
制
作
し
た
。

親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
、

地
域

の

連
帯
感
も
強
く
な

っ
た
と
か
。

親
子
力
を
合
わ
せ
♂
作
み
こ
し

小杉町の概要
人 口 30，747人(2月1日現在、県人口統計調査より )

面積 41.01km'
小杉町は富山 ・高岡の中間に位置し、太閤山ニュータウンの建設に

より人口が急増。 また、 技術開発施設や研究機関、県立大学が立地し、
先端技術の拠点とな っている。

丘陵一帯に広がる県民公園太閤山ランドは、平成4年の第 1回ジャ

パンエキ スポ富山'92の会場に決定している。

れ
て
い
る
。

「
一
昨

年

か

ら

年

年

始

の
贈
答
用
と
し
て
始
め

た
ん
で
す
け
ど
、

こ
れ
を
食
べ
て
ふ
る
さ
と
を
思
い
出

し
て
も
ら
お
う
と
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
作

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
七
福
心
と
い
う
名
前
に
し
た
ん
で
す
U

と
話
す

農
協
婦
人
部
の
土
佐
さ
ん
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
販

売
量
も

一
昨
年
の
三
百
八
十
箱
か
ら
、
昨
年
は
八
百
二

十
箱
と
倍
増
。
今
年
は
千
箱
を
目
標
に
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

か
ぐ
や

姫
に
出
会

え
そ
う
な

竹
林
を
近

く
に
見
て

の
取
材
と

青井谷地区のみなさん

「
衣
裳
作
り
や
担
ぐ
実
技
指
導
な
ど
は
、

の
人
に
や

っ
て
も
ら

っ
て、

た
の
で
、

私
は
盛
り
上
げ
る
役
だ

っ

皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
た
ん
で

す
け
ど
、
北
海
道
や
東
北
方
面
へ
よ
く
売
れ
て
い

き
ま

す
U

県
外

へ
出
荷
す
る
ほ
か
、

小
杉
町
と
下
村
の
学
校

給
食
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
各
学
校
で
は
五
月
か
ら
翌

年
の

三
月
ま
で
毎
月
地
元
の
竹
の
子
料
理
が
出
る
。

「
四
月
半
ば
か
ら
末
ま
で
の

二
週
間
く
ら
い
で
、
皮

を
む
い
た
り
、
ゆ
で
た
り
す
べ
て
や

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
け
ど
・
:
。
で
も
今
年
も
世
話
を
頼
ま
れ
れ
ば
ま
た
頑

張
り
た
い
で
す
ね
U

と
意
欲
満
々
。
す
で
に
今
年
の
題

材
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
御
後
さ
ん
の

心
は、

す
で
に
夏
ま

つ
り
の
み

こ
し
の
輪

の
中
に
飛
ん
で
い
る
。

「
ワ

ッ
シ
ョ

イ
ノ
(
¥、

ワ
ッ
シ
ョ
ィ
。ノ
f¥
、
そ

1
れ

そ
れ
そ
れ
、

べって、
1
ノ

J
71

、0

・

3
タ
ノ
『

ア

ー

し

」

ま
ご
こ
ろ
か
お
い
し
い

小
杉
七
福
心

竹
の
子
の
産
地
と
し
て
有
名
な
小
杉
町
黒
河
地
区
で

は
、
今
、
竹
の
子
を
使

っ
た
新
商
品
が
、
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。
そ
の
名
も

「
小
杉
七
福
心
U

竹
の
子
を
は
じ

め
キ
ウ

イ
ジ
ャ
ム
、

健
康
茶
、

大
根
の
千
成
漬
、
な
す
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、
十
し】七A

 

び
の
か

ら
し
漬
、
粕
漬
、
山
菜
漬
の
小
杉
町
の
七
種
類

の
特
産
物
が
(
季
節
に
よ
り
七
福
心

の
中
身
が
変
わ

る

こ
と
が
あ
る
。)一

つ
の
箱
に
キ

ッ
チ
リ
と
詰
め
合
わ
せ
ら

た
い
へ
ん
だ
け
ど
、

二
十
人
く
ら
い
集
ま

っ
て
わ
い
わ
い

話
を
し
な
が
ら
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
よ
U

と
土
佐
さ

ん
。竹

の
子
の
旬
は
今
月
半
は
か
ら
来
月
初
め
。
農
協
婦

人
部
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て、

一
年
で

一
番
忙
し
い
時
が

来
る
。

子
供
か
ら
お
年
寄
ま
で
気

軽

に

。ハ

l
久
コ
ル
フ

温
か
い
春
の
日
射
し

の
中
、
公
圏
で
ス
ポ

l
ツ
を
楽

た
の
で
、

何
か
子
頃
な
ス
ポ
|
ツ
を
と
探
し
て
い
た
と

し
む
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
口
そ
ん
な
時
に
最
適

、
こ
」
ろ
、
パ

|
ク
ゴ
ル
フ
に
出
会

つ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

な
の
が
パ

l
ク
示ゴ
コ
ル
フ
D

。パハ

l
ク
♂ゴ
コ
ル
フ
は
、
一
本
の

以
前
か
泊
らり
ゴ
ル
フ
は
や
り
た
い
と
思

つ
て
た
ん
だ
け
ど

木
製
の
ス
テ
イ

ツ
ク
で
直
径
六

ri〉七
セ
ン
チ
の
ボ

l
ル

結
構
お
金
が
か
か
る
の
で

二
の
足
を
踏
ん
で
た
ん
で
す
。

を
打
つ
て
ニ
ろ
が
す
、
ミ
、

。パハ

l
ク

cゴ
コ
ル
フ
場
の
あ
る
中
山
公
園
に
近
い
戸
破
若
葉

く
の
中
山
公
園
で
で
き
る
の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
始

町
に
住
む
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
世
話

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
U

昭
和
四
十
年

役
の
竹
内
嘉
章
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

代

に

は

歌

に

入

れ

込

み

、

い

く

つ

も

の

の

「仕
事

の

関

係

で

腰

を

痛

め

て

い

ど

自

慢

で

優

勝
し
た
こ
と

の
あ
る
竹
内
さ

ん
。

一
つ
の

こ
と
に
熱
中
す
る
性
格
が
出

た
の
か
、
出
勤
前
に
必
ず
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

の
練
習
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果

若
葉
町
の
大
会
で
は
第
五
回

・
L

ハ
凶
と
連

17 

A世話役の竹内嘉章さん。

企町のスポーツになってきたパークゴルフ

続
優
勝
。

「
昨
年
か
ら
月

一
凶
町
内
の
大
会
を
聞
い
て
い
る
ん

で
す
が
、

小
学
生
か
ら
七
十
代

の
方
ま
で
約
五
十
人
が

参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
も
な
る

し
、
何
よ
り
も
町
内
の
親
睦
が
深
ま
る
の
が

一
番
の
メ

リ

ッ
ト
で
す
ね
。
今
後
も

っ
と
仲
間
を
広
げ
て
い
き
た

い
U

と
話
す
竹
内
さ
ん
。

二
年
前
に
小
杉
に
入
っ
て
き
た
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
。
着

実
に
町
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
り

つ
つ
あ
る
。



五
月
か
ら
県
政
パ
ス
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
か
ら
新
た
に
「
食
品
健
康
」

「
街
並
み
探
訪
」
、

「
花
の
名
所
め
ぐ
り
」
の
一一一

コ
l
ス
を
プ
ラ
ス
し
て
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
実
際
に
自
分
の
目
で
見
、
体
験
し
て

富
山
県
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、

お
ひ
と
り
で
も
、

グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

夏
休
み
に
は
親
子
で
体
験
学
習
も
で
き
ま
す
。

※
交
通
安
全
こ
と
ぶ
き
コ

l
ス
は
、
概
ね
六
十
歳
以
上
の
方
、

親
子
パ
ス
は
、
小
学
校
四

i
六
年
生
の
親
子
が
対
象
で
す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
入
館
料
等
の
実
費
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

。
応
募
は
、

往
復
は
が
き
で

体〉

口

(氏
口

-

民
日
ハ
中
山

・
住

所

.
T
E
L
 

・
コ
|
ス
及
ぴ
運
行
日

第
l
希
望

第
2
希
望

-

岡
山
口市山川
中
古

.
代
表
者

氏
名
・住
所
・T
E
L

.
参
加
人
数

・
コ
|
ス
及
び
運
行
日

第
l
希
望
一

第
2
希
望

(
人
数
)

〈個人・グループ〉

〈団

所

住

住

所

氏

名

殿

名

民支

。
申
し
込
み
期
間
(消印有効)

5
月
運
行
介

6
月
運
行
『
分

7
月
運
行
分

親
子
パ
ス
運
行
分

8
月
運
行
-
分

9
月
運
行
分

間
、
日
月
運
行
-
分

4
月
1
日
1
4
月
日
日

4
月

μ
日
i
5
月
7
日

5
月

μ
日
j
6
月
6
日

6
月
日

E
1
6
月
お
日
(
夏
休
み
期
間
に
運
行
)

6
月
幻
自

j
7
月
6
日

7
月
M
日
j
8
月
6
日

8
月

μ
日
j
9
月
6
日

。
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

砺波 津色 高
富山

:t{!l_ 
岡 区

砺地車民相酷室誼 地事民相霊倫理 地民相輯宜高岡方県

:i1ι . 

画民広報県部課

申
し
込
み
先

干九砺;皮

干三七九市新宿十東津

T九同高

〒三O九輪市新総歯富山
三九1市幸alJ 三三字市赤且

便所在地委~ I 父

七 七

宮 砺波

孟官S主き董1:淳総庁内骨告書、

宮 -宮| τ番7 

実聖量三口| 書総庁内ふ 5S実=ー二古|庁書岡総4 内高ロ 3思E支ltF 七富内山
電話

番τヲ

z 

お

山強
話逗

富 地 区
3議 〈富山市; よ 新JII都、婦負郡にお住まいの方)提議

祭主v ι 議s湾総，

パス コース 運行日 見学コース パス コース 運行日 見学コース

めり名水
弓資の料館清~水鴻~清瓜水裂清水~庄川町水記念公園(昼食) 庄川町水

ij???傍
ウッドリ ム(木F苑工(特実別習委)~譲高岡テクノドーム(昼食)~海王

10/2 A 丸~県庁~敬寿 護老人ホーム)
， 

文 富山能万葉楽堂史~館近~代武美田術家館~高埋岡没文文化化ホ財セjンター(昼食)~高 95//4 106/57/3 情報教(昼育食セ)ンター(パソコン史実館習~)県~庁高~岡近地代i或美地術場館産業セン

{七
7/10 岡市万歴 レ~端龍寺 ター ~高岡市万葉庭

B 
富山山ク(昼市リ食ー浜)黒崎自浄然化縛センター~公害センター~いこいの村広i富或 情食)報~教「育地セ方ンのタ時ー代(」j て映ソ像コ祭ン(実県民習会)~館県) 民会館大ホール(昼

10/17 ~ 物園センター ねいの里~富山地区 10/18 
圏 リ ンセンター

国 5員(一/215般8名県)民の定
高理)岡(昼市食万)葉~歴大史門館陶~戻国泰寺((座簿実)~習竹) の子家(たけのこ料

59//110861/1/12 2 伝マ地ー統絵付産シ園業け会(実重館習度、(身昼11体/食2障)彫害刻圧者ま川J安つ美産術り施)館設~)八~庄日庄川町川町通町水り水資(記散料念策館公)~園井〈(高波樹速彫林〉刻房匠の里陶芸 C 
際
7λ "<: 

員1(0一2/般55名県)民の定
八尾曳山)~展富示山館市(民謡踊文り実セ習、昼食)~桂樹含和紙文庫(和

マ地ォー絵ッチ付シけ園ン実グ(重習(と度、な昼身み食体夢)障の害庄平者川)授~美産散術施聞館設す展)庄~望川回町(夢|水|の町資平水料展記館望念~台公コ)園~ス〈(棚モ高ス速林〉ウ
ご/J宜IL 

紙すき 科学 化ンター 1017 

害羅康 山ア若サ鶴惣菜ダ湾セ食造晶ン(酒タ総のー業製(砺惣造波菜工工の程場加見(工豆学工腐)~程、工見油レ学揚ガ)げ~ガの衛製生デ造研ン工究(程昼所見食)学~)~富 ij???iZ5 
農業科職学授業館術能力セ(プ開ンラタ発ネーセタ果ンリ樹タウ試ーム験()県場民~妓布能施教川室ダ、ム(建)設~現黒場部)~黒10/3 部田 昼食市吉

般

探訪街並み 花出じ見ゅ直橋通り~~り八下~条古日町川減通敏公策り園路((井昼(波小食町4)郊~)~街J)後路~酷j社l青丁内島道上線~野~金線庄屋(小j町|矢町(高部水岡市記市)念~公)~と園えもんし
D 

10/4 10/15 
富学山館県(プ育ラ樹ネ祭タ(滑リウ川ム市)東福寺野地内)(昼食)~黒部市吉田科

め;花書 砺木波))~~チ舟とュな戸ーみり夢弁ッの財ブ平天公(公園コ園ス(カ(モコンススナ)モ)~ス工)~レ庄ガ川ガ町水デ記ン念(草公花園、(花昼 511/00//14215 61/06/198 /6 く打高ち速体>~郷土玩具試)美そ術ば館の~館利~賀手そばの郷 ごっつお館(そぱ
10/4 E 験、昼食 リ賀合掌文化村~震業筏術セ

食 夢の平(スモ) ンタ野菜花き 験場~<高速〉

親子いい-- J J 

情報本教育セ車ン得タ物ー館(Jí.ソコン実習)~工レガガーデン(昼食) 鹿島朝神社~あさひ国民休養地(塵食)(山道徒歩2時間あり)
~日自動 森 6/5 ~ 日町笹川地内~百河豚美術館

親
さ主i子J、水のと

く昼高食速)〉~~杉音沢沢~発日電所~黒部川 音沢橋付近(水生生物調査、 く時究高館間速30〉~分相倉合掌集落~五箇山合掌の森(昼食)(山道徒歩 1
滑川市浄化センター 林 10/30 あり)~平村郷土館やまとの対話館和紙工芸研

予?健康 ※8族康旅45摺行出進村発セ(オン富リタ山工ー保ン(健健テ所康(施リ設概グ要 業務ド説明)~立山(昼山食麓) 
般

3合 合(上)記雨天の場 食マー)シ庄園川(重美度術身館体障庄害川者町綬水産資胞料館設)~~井庄波川彫町刻水伝記統念産公業園会(昼館
8/5 家 ン、ゴンラリフト)

子 ~健 タ(健康体力チ工ツク)

お宮福祉
特別村養護老人ホーム 敬寿苑(ボランティア体験 ) ~いこい

主宮福祉
;荒杉老人ホーム(ボラン衛5テ志商ィJ受広ア産体(漢ホ験方)~総合体育介センター(見

8/1 の 富山(昼食)~情報教育センター(Jí.ソコン実習) 6/13 学ビ、昼食)~池田屋安兵 生薬紹)~高志リ八
りテーション病院~高 ム

フクノー 験高食場岡)~テ~井クト波ヤノ彫マド刻ーゴ伝ーム統ル~産工ド業ウレ会ガィ館ガン~ー農デ業ン筏~術圧セ川町水記念公園(昼5/24 ンタ一野菜花き試

ff 特産
農業t~ 術(昼セ食ン)~タ工一レ山ガ村ガ特ー産デ指ン導所(紙すき体験)~肉用牛セ

7/5 8/2 ンタ ~農業総合研修所

，きこと3i交通安全 6/6 10/16 
警~察高岡資市料万展葉示歴室史~館交~通勝安興全寺博~物海館王~丸二上青少年の家(昼食)

18 

害電

高 時 地 区習 議

(高関市、新湊市，氷見市、射水郡、福岡田J fとお使~いの方) 戦
柑

持

パス コース 運行日 見学コース パス コース 運 行日 見学コ ー ス

め名 〈高速>~杉沢~生地の共同洗い場~黒部コミュ二ティセン
59//2121 6/12 

情代報教館育センター (J Îソコン実習)~呉羽ハイ ツ(昼食)~近

5水 10/9 ター (昼食)~大岩白石寺の藤水 美術 ~県庁~内山邸

埋蔵文化財センタ ~近代美術館~魚津水族館(昼食)~ じ
A 

文 情報教育センター (Hソコン実習、昼食 ) ~とやまトレ ド

化
7/17 ょ うべの間遺跡~不動堂遺跡~<高速〉 6/21 フェア (テクノホール、富山市体育文化セ ンター)~県庁~

内山邸

警委る環雪主
高岡市廃棄物処理工場~二上浄化センタ ~いこいの村富

川 i/1j
流杉老人ホーム~総合体育センター(ミ二スポーツセミナ一、

10/24 山 (昼食)~自然博物園センター ねいの里~公害センター 昼食) ~ますの寿し工場 (源)~県庁~工業妓術センター綾械
電子研究所

食量康
藤本食品工業 (豆腐の製造工程見学)~木下食品 (納豆、コン

B 
般 ;荒杉老代人ホーム~(金県岡民邸会~館県)民会館大ï1ï-)レ (昼食)~ rl也

5/21 ニ ャクの製造工程見学)~源(昼食)~食品研究所~広賃堂 10/18 方の時 」映像祭 ) 

めぐり花g 所
称名滝 (新緑)~富山市フラワーセンター(草花、花木)(昼食)

7510//3/12 496//211 2 肉和用紙文牛センタ- 山E展の示夢館牧(場民~謡猪鴎谷り関実所習館)(昼食)~筏樹舎5/14 ~おおさわの寺家公園(ツツジ) C 庫~八尾曳

親い
88//293 8/21 

総合体育センター(ミ二スポーツセミナ )~TI_山山麓家族

579///3210596/10/18 /19 16 
やまとの対話館 和紙工芸研究館 平村郷土舘~ささら館

子=き
旅行村 ( r花きり」 昼食) ~ゴンドラ リフト~林業妓術セン (昼食)~岩瀬家~楽雪住宅(上平村 )
ター林業試験場 林業普及センタ (緑の体験教室)

j黒部11 

〈高速>~盲沢発電所~黒部川 音沢橋付近(水生生物調査、
D 

親 7J< やまとの対話館和紙工芸研究館 平村郷土舘~ささら館

ふ才あ由と1 

7/29 昼食)~宇奈月浄化センター~杉沢 1116 (昼食)~岩瀬家~福野菊まつ り (海洋センタ 前広場)

1願寺常11 
速館※(立8道で山は路3町0乗付新車近湊広で(市明水き役宅生ま所)生~せ前物ん富出調山)発査市~富)浜~9山黒常市∞崎願流小浄寺杉杉化川浄町セ公水役ン園場場タ(~前墜常出食願発)寺~(読川マ売会高 697///511016/99//19 4 25 

〈高速>~百河豚美術館~黒部青少年の家 (昼食)~薬用植物
7/24 リモ E 指導センター~立山ひょ うたん(絵付実習)

子 し、

三健 ※8 45出発 高岡保健所 (施設概グ要、業務説明)~立山山主食麓) 薬用樋物指導センタ ~|あ立り山) ~寺大(見岩学山)日~石さ寺っか おおやま

?康
8/20 家族旅行村(オリ工ンテーリン 、ゴンドラリフト)(昼

森 5/29 (昼食)(山道徒歩 l問問
~健康鎗進センタ (健康 体力チェ ック)

有峰記念館~有峰ふるさと自然公園(昼食)(山道徒歩 l時間
林 10/23 30分あり )~有峰ビジターセンター~大山町歴史民俗資料館

般
〉合 合(上)記雨天の場

高岡テクノドーム~猪谷関所館 (層食) ~健樹舎和紙文庫~
八尾曳山展示館(見学のみ)

宮主福祉
特別養護老人ホーム射水万葉苑 (ボラ ンテ ィ ア体験 ) ~海王

10/2 丸 (昼食)~薬事研究所~工 レガガ デン

アク 10/28 }食主術) ~専農門業学妓院術~iセ主富術ン山セタ職ン業タ果能一樹力線試開械験発電場セ平~ンb富Hタ努山ー戸県日~デ魚ザ津イ水族ン館展((唇県

ノ 民会館 ) ~工業 筏械電子研究所

ff 特産
肉用牛センタ 匠の夢牧場~農業試験場~食品研究所~

9/6 農業総合研修所 (思食 ) ~富山市中央卸売市場~宍羽梨選果
場

Iきこと3i交通安全
醤察資料展示室~交通安全得物館~黒部青少汁の家(思食)

6/13 10/22 ~不動堂遺跡~百河豚美術館 -<高i安〉
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4
司
魚
津
地
区
、
砺
波
地
区
は
次
の
ぺ
|
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



目弘、ニf'ii'1土と 1. ニ==-

魚 津 地 区
(魚津市、黒部市、滑)11市、下新川郡、中新川郡にお住まいの方)

パス コース 運行臼 見学コース

;ウ毎王丸ド~県立(大木学工(実昼習食))~~県林庁業~妓N術HセKンター木材試験場~9/4 9/25 ツ リーム

A 
j毎王丸~県立大学(昼食)~林業妓術センター木材試験場~

10/25 ウ ッ ドリーム(木工実習)~県庁~富山県デザイン展(県民会
館)

57//210 96/26 
情報教然育博セ物ン園タセーン(タJi.ーソコン実習)~いこいの村富山 (昼食)

B ~自 ねいの里~県庁~消費生活セン
ター

51/0/1016 6/5 
高志イリハビリテーションJ¥矢病部院メ~ル砺ヘ波ン青の少径年iの家(昼食)~ヴC ォ スミュージアム~リ

61/0/1216 9/18 〈ガ高ガ速ー>~福野(昼職食業)~能高力岡開テ発クセノンドターーム(県~民端妓龍能寺教~室) ~工レD デン 八丁道(散
策)

〈術高館速>~庄川合口ダム~庄川町水記念公園 (昼食) 庄川美
6/1 10/18 庄川速町〉水資料館~減錨曳山会館(民謡踊り実習) ~善

E 
徳寺~<高

9/11 10/25 〈謡園高踊(速昼り食〉実~)習高圧)瀬~川遺善美跡徳術寺館井~;皮〈庄高歴川速史町〉民水俗資資料料館館~~城庄繍川曳町山水会記館念(公民

森 5/22 〈あう高史り速)跡〉~小の伺矢森1部胸メふ躍凡る不ハさ重持ンとの自(昼街然食(歩車)道~窓工(よ小レり矢ガ見部ガ学市ー))へデ(値山ン道生ベ徒八高歩幡E宮1~時間く泊りb分、
林

く資高料速館〉~~減庄端川曳町山水会記館念(公見園学(の昼み食))~善庄徳川寺美術館 庄川町水
浴

合(上)記雨天の場

主ゑ祉宿 9/18 特用所別植(紙養物す護指き導老体人セ験ホン)~ータ視ムー覚新(昼障川食害ヴ)者農ィ福ー業祉妓ラセ術(ボンセラタンンータテーィ山ア村体特験産)~指薬導

アクノ
高岡テクノド ム~工業授術センター中央研究所(昼食)~

般
6/14 高岡市万葉歴史館~高岡地域地場産業センター~海王丸

ff 特産
〈妓高術速セ>~工レガガーデン~自遊の森 (城端村)(昼食) ~農業

8/30 ンタ一野菜花き試験場~山田村柿酢工場

，きとと3i交i安全直 6/20 交~通高岡安全市万憎葉物歴館史~館讐~察勝資興料寺展~示海室王~丸二よ青少年の家(昼食)

文 〈速~高〉利速賀>~合平掌IJ賀文の化トチ~の井木波~彫利刻賀伝そ統ば産の業郷会(館昼食) そばの館

化
7/10 村 ~漏泉寺~<高

富山市浜黒崎浄化センター~公害センター~いこいの村富
10/31 山圏ク(昼リ食ー)ン~セ自然ンタ得ー物園センタ ねいの里~富山地区広主主

食糧唐 衛生製研(昼麺究食所()う~ど富富ん山山、惣食そ肉菜ば総セの合ン製セタ造ーン工タ(程惣ー見菜(学の食)肉加工工程見学)~海10/1 王石川丸 処理工程見学)~

親子いきい一 7/31 8/2 8/8 
情海王報丸教育センタ (J てソコン実習)~太閤山フンド(昼食)~

親

まの才あ1 

<~高庄速川>~雄IJ\牧神橋発付電所近~(水庄生川生町物水調記査念)公(昼園食)庄~川高町岡水市中資田料館団
地下水処理場

子
8/8 ん料田※9団)館∞地<黒高下庄部速水川市〉処和役理雄田所場神川前橋浄出付水発近場((魚~水津庄生総川生合町物庁水調舎記査前念)で(公昼は園食乗)車~庄高川で岡き町水市ませ資中

1?3 健康 8/19 富プ※8ー山:4ル保5出等健発)所(昼(施食設~概健要康摺業進務セ説ンタ明ー)~(健太康閤山体ラ力ンチドェ(昼ッ食ク)、

20 

砺 波 地 区
(砺波市、小矢部市、東砺波郡、描光町にお住まいの方)

パス コース 運行 B 見学コ ー ス

A 59//2198 6/12 
工セ業ンタ妓ー術セ(昼ン食タ、ー県中民央伎研能究教所室~)~海県王庁丸......_.';富富山山能職楽業堂能力開発

B 51/02/918 10/2 高ン司ド社(昼会食保)~険ウ健康ッセドリンータムー(~木高工岡実市習万)~葉県歴庁史館~太閤山ラ

5122 10/16 肉用牛センター 丘の夢牧場~総合体育センター(ミ二スポー

ツセミナー、の昼体食験)教~林業妓術セン1戸タ焼ー千林寿業窯試~験〈高場速林業普及

C 
センター(緑 室)~越中瀬 〉

肉ポ用牛センター昼丘食の)夢牧場~総合体育センター(ミ二ス
6/19 ーツセミナ一、 ~林業妓術センター林業試験場 林

業普及センター(緑の体験教室)~行田公園(菖蒲)~<高速〉

D 95//1101 61/0/26 16 
大文門書館陶~房埋匠没の文里化(陶財芸セ実ン習タ)ー~呉羽少年自然の家(昼食)~公

510/2/27 6/1 
農業妓締iセンター農ゴ業ン試験場~農業総合研修所(昼食)~立
山山麓家族旅行村~ ドラリフ ト

E 
農業主術センター農業試験場~農業総合研修所(昼食)-立

11/6 山|導物館

森 1(定11員630名)

21世紀丘のの森夢(没昼場食)(山道徒歩 2 時間あり)~肉用牛セン
タ

林

}合
合(上)記雨天の場 高自伺然の社家会保(昼険食健)~康公セ文ン書タ館ー~煙高蔵岡文市化万財葉セ歴ン史タ館ー~呉羽少年

主ま福祉
特村別富養障護(昼害老食者人)~侵ホー産肉用施ム牛設鳳セ)鳴ン苑タ(ボーランティア体験)~いこいの8/28 山 Eの夢牧場~マーシ園(重
度身体

般
アクノ 1017 J緩学主の械術み専電)門子~学研ま院す究の~所す富(昼し山劃工職場業~(源能八)力尾~開中と発級やセま工ンテ業タク団ノー地フh~ェ工八ア業尾(妓テ曳術ク山ノセ展ホン示ータ館ルー)(見~ 

ff特産
釜米ヶJIJ見j農農業協妓お術かセゆ工場~農業総合研修所(昼食)~経済連精

10/25 所 ンタ一山村特産指導所(紙すき体験)

ぶきこと交通安全 6127 
量~産察不動資堂料遺展跡示~室百~河交豚通美安術全館|尊~物〈館高~速黒〉部青少年の家(昼食)

文 近代美術館~浮田家~埋蔵文化財センター(昼食)~高岡市

化
7/24 万葉歴史館~高岡文化ホール~端龍寺

;; 高岡(昼市食廃)~棄物自然処得理物工冨場セ~ン二タ上ー浄化センター~いこいの村富1117 山 ねいの里~公害センター

食量康
4安井八ム(J¥ム ソーセージの製造工程見学)~木下食品(納

5/23 豆食晶工コ業ンニ(豆ャ腐クのの製製造造工工程程見見学学))~~食魚品津研水究族所館(昼食)~藤本

親子いいJ 一一 一

78//27 47/31 部ウ市ッ吉ド田Ij科ー学ム館(木(プ工ラ実ネ習タ)-リ〈ウ高ム速)〉~~〈魚高津速水〉族館(昼食)-黒

親

子

さ3口JJ水のと 調市〈高浜査速黒)〉~富崎常山浄願市化川流セ公杉ン園浄タ(水昼ー場食)~L~常マ願リ川モ(立高速山道町路付広近明宅(水)生~生富物山

手?健蹟 8/6 高プ※8ー岡4ル保5出等健発)所(昼(施食設)~慨健要康増業進務セ説ン明タ)ー-(太健閤康山 ラ体ン力チド(ェ昼ッ食ク、) 

4
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。

国
土
庁
と
県
で
は
、

4
月
を
「
土
地
月
間
」
と
し
、

土
地
基
本
法
に
示
さ
れ
る
次
の

4
つ
の
基
本
理
念
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

¥
I
 

@
土
地
を
な
く
し
て
は
、
生
活
も
仕
事
も
で

き
な
い
し
、
足
り
な
い
か
ら
と
い

っ
て
簡
単

に
は
増
や
せ
ま
せ
ん
。
土
地
に
つ
い
て
は
公

共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

@
土
地
は
、
み
ん
な
が
計
画
に
従

っ
て
、
互

い
の
利
益
を
増
す
よ
う
に
、
ま
わ
り
の
状
況

に
応
じ
て
適
正
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
価
値
が

出
る
も
の
。
土
地
は
適
正
に
、
計
画
的
に
利

用
さ
れ
る
二
と
が
必
要
で
す
。

。
人
が
集
ま
っ
た
り
、
産
業
が
集
ま
っ
た
り、

@
み
ん
な
が
自
-
分
の
利
益
だ
け
し
か
考
え
ず
、
み
ん
な
の
税
金
な
ど
で
道
路
や
駅
が
近
く
に

土
地
こ
ろ
が
し
を
し
た
ら
、
貴
重
な
資
源
の
で
き
た
り
す
る
と
、
土
地
の
値
段
は
大
き
く

無
駄
遣
い
に
な
り
、
本
当
に
土
地
の
必
要
な
上
が
り
ま
す
。
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は

人
は
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
投
機
的
な
土
地
適
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば

取
引
は
行
わ
れ
で
は
な
ら
な

い
も
の

で
す
。

な
り
ま
せ
ん
。

「
土
地
神
話
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
崩
す
た
め
に

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
積
雪
軽
減
対
象
地
区
の
改
正

積
雪
に
よ
り
、
通
常
冬
期
間
自
動
車
の
運

行
が
不
能
と
な
る
地
区
に
定
置
場
を
有
す
る

自
動
車
に
は
、
軽
減
さ
れ
た
税
率
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

3
年
度
か
ら
対
象
地
区
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
昨
年
度
と
税
額
が
変
わ
る
自
動
車

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
又
は

自
動
車
税
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年

。
安
心
し
て
加
入
で
き
る
園
長

農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
者
は

①
初

a
以
上
の
農
業
経
営
、
玉
、
後
継
者
、
農

業
生
産
法
人
の
常
時
従
事
構
成
員

②
国
民
年
金

1
号
ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険

者
③
印
歳
ま
で
に
加
年
間
保
険
料
納
付
可
能
な

方
で
す
。
早
期
に
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
で

す
。
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。
よ
り
頼
れ
る
年
金
へ
制
度
改
正
さ
れ
ま
す
。

平
成

3
年

4
月
か
ら
の
改
正
で
、
時
代
に

対
応
し
た
加
入
・
支
給
体
系
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば

①
経
営
移
譲
及
び
受
給
開
始
時
期
が
選
択
で

き
る
終
身
同
一
水
準

(物
価
ス
ラ
イ
ド
あ

り
)
の
年
金
と
な
り
ま
す
。

②
経
営
の
『
分
割
移
譲
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

③
脱
退
・
死
亡
一
時
金
が
手
厚
く
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
県
庁
農
政
課
、

ま
た
は
、
市
町
村
農
業
委
員
会
、
農
業
協
同

組
合
へ

県
庁
農
政
課

2
0
7
6
4
・引
・
4
1
1
1

(
内
線

5
5
8
)



「
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
彫
刻
」
展

イ
ギ
リ
ス
の
現
代
彫
刻
界
に
お
い
て
、
リ

ン
・
チ
ャ
ド
ウ
イ

ツ
ク
は
、
へ
ン
リ
l

・
ム

ア
の
次
代
を
担
う
作
家
の
ひ
と
り
と
し
て
国

際
的
に
注
目
を
あ
つ
め
て
い
ま
す
。

頃
は
モ
ビ
ー
ル
作
品
を
手
が
け
、

重
厚
な
表
面
を
も
っ
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ

ク
独
自

の
造
形
世
界
を
確
立
し
ま
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
チ

ャ
ド
ウ
イ
ツ
ク
の
全

貌
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
、
各
時
代
の
代
表
作

問
点
と
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
版
画
、
計
問
点

を
展
示
し
ま
す
。

-
日
時

4
月
加
日
出

1
5
月
間
日
間

-
料
金

川
内
は
却
人
以
上
の
団
体
料
金

一
般
肌
(
川
)
円

高

大

生

側
(
刷
)
円

小
中
生

別
(
川
)
円

2
0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1

第4回大会の参加者を募集しますのでよ

ふるってご応募下さい。

.会期 9月21日比)-24日(火)

開催地岩手県(盛岡市ほか)

参加者 60歳以上

.種目等 卓球8名、テニス 9名、軟式庭球9名、

弓道8名、剣道8名、

三世代マラソン6名

ソフトボール1チーム、ゲートボール3チーム、

ペタンク 1チーム、囲碁3名、

将棋3名、

旅費、宿泊費、ユニフォームの%補助

4月20日出まで

側)富山県りきいき長寿財団

岱 0764-32-6010

中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金
の

申
し
込
み
の
ご
案
内

中
小
企
業
設
備
の
近
代
化
に
必
要
な
資
金

の
一
部
を
、
長
期
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま

す
。

限
度
額

五
十
万
円
以
上
三
千
万
円
以
下
で

対
象
設
備
額
の

2
分
の

1
以
内

無
利
子

4
月
辺
日
側

1
5
月
旧
日
働

県
庁
中
小
企
業
課

合

0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1

(内
線

5
1
0
ま
た
は
5
4
0
)

利

率

受

付
問
合
せ

「とやまのみち BIG作戦」検討委員会

第1回富山県自治体出展推進委員会

第1固とやま健康村 (仮称)推進計画策定会議

新社会人講座「働きはじめる女性のために」

2月12日
2月13日
2月14日

2月lSEI

.参加費

・申込

.申込先

中
小
企
業

設
備
貸
与
制
度
の

ご
案
内

問
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
県
内

中
小
企
業
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
、

機

械
設
備
を
長
期
、
低
利
で
貸
与
し
ま
す
。
こ

れ
は
協
会
が
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

に
代
わ
っ

て
機
械
設
備
を
購
入
し
、
割
賦
ま
た
は
リ
ー

ス
す
る
も
の

で
す
。

平
成

3
年

4
月
以
降
随
時

例
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会

合

0
7
6
4
・
立

・
6
9
2
2

受

付

問
合
せ

'91ゴンドラ雪の祭典 (-17日)

コロンブスイベントネ ットワーク委員会 (愛称

コロネ ット)第1回全体会

富山漁村婦人の日推進大会

本会議 (提案理由説明)

2月21日

2月25日

パ
ソ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

教
室

受
講
者
募
集

よい
ν

育
児
電
話
相
談

簡
単
な
お
絵
か
き
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
自
由

に
絵
を
描
き
、
パ
ソ

コ
ン
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス

に
親
し
む
。

日
時

0
1
5
歳
の
乳
幼
児
を
も
っ
親
や
育
児
に

た
ず
さ
わ
る
祖
父
母
等
の
子
育
て
に

つ
い
て

の
悩
み
や
不
安
に
、
専
任
の
相
談
員
が
お
応

え
し
ま
す
。

し
つ
け
、
遊
び
、
食
べ

も
の
、
病
気
、
保

育
所
や
幼
稚
園
へ
の
通
固
な
ど
に
つ
い
て
気

軽
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
下
さ
い
。
解
決
策
を
い

っ
し
ょ
に
考
え
ま
す
。

-
日
時

月
i
金
曜
の
旧
j

行
時

(ロ

ー
は

時
を
除
く
)

ザ

ア
サ

ヨ

イ

コ

2
0
7
6
4
・
3
3
・
4
1
5
0

22 

場
所

4
月
幻
日
l
川

W
5
日
附

9
時
l
ロ
時

富
山
県
情
報
教
育
セ

ン
タ
ー

(小
杉
町
黒
河
県
立
大
学
構
内
)

同
名

(定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)

無
料8

0
7
6
6
・
日
・

7
1
6
1

定
員

料
金

問
合
せ

国民宿舎「立山荘」オープン

いよいよ 、春の到来です。

行楽 シーズンとなるこ の時期は、外

出の機会が多くなります。

この留守 をね らっ た空 き巣や忍び込

み、自動車盗などの犯罪が発生 しや

す くな ります。

これか ら犯罪 を防止するた め、次の

こ とに心桂トけてください。

*出かけるときは、戸締りとカギか

けを励行し、隣り近所にひと声留

守 をお願いしましょっ 。

*車を離れるときは、わずかな時間

てーも エンジンキーを抜;き、 ドアロ

ックし ましょう10

また 自 転車~êi必ず
しょ う。 ャ、

時

-営業期間平成3年4月25日側一11月下旬

.場所立山町弥陀ヶ原
・料金 1泊2食付 r5，240円J より

岱 0764・42・3535

春
の
防
犯
運
動
九
九
)

5月街頭献血日程
日 曜 士暴 所 時 問

1水 J R高岡駅前 10:00-15・30

3 ⑧ 砺波市チューリ ップフェア一会場 10:00-15・30

5 ⑮ 大山町大川寺遊園地 1 0 : 00 -1 5 : 30 

7 火 滑川市役所前 9 :30-12:00 

9 木 新湊市役所前 10: 00 -15 : 30 

11 土 魚津市サンプラザ前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

13 月 大山町役場前 9 :30-12:00 

16 木 入善町商工会館前 9 :30-16:00 

18 土 富山西武前 10: 00-16: 00 

19 日 富山西武前 10:00-16・00

20 月 福岡町役場前 9 :30-12・00

J R福岡駅前 l3 : 00 -1 5 : 30 

25 土 砺波市ジャス コ砺波庖前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

26 日 高岡市ジャ スコ高岡庖前 10:00-15・30

27 月 婦中町役場前 1 0 : 00 -15: 30 

29 7Jく 平村診療所前 9 :00-15:30 

23 

※富山県赤十字血液センタ一(富山市牛島本町)ては、毎土曜
日の午後も開所し (祝祭日除)、献血を受付けしていま す。

春を呼ぶチュー リップ展 (-10日)

世代にみる富山県の作家たち展 (-28日)

ジャパンエキスポ PR用凧及びぬいぐるみ贈呈

式

3月1日

3FJ5日

3月8B



表

2

U 
P 

T
O
Y
A
M
A
 

P 

エ
ッ
セ
イ
/
柳
田
友
道

ひ
と
/
野
口
営
農
組
合

特
集
/
平
成
三
年
度
富
山
県
予
算

覚
談

一V

・
相

川
口

法

な

化
、|

商
ん

川町
日

質

ど

。

ヮ
〈

悪

、
す

こ
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な

じ

心

問
剤

応

市

庭

い

も

の

家
せ
に

宮

ES主主賀両酬~F.・
富山県受通事m相談所東別館T階

台 (0764)31-4什?内759

.耳目".11:1・E・E~.

-・I~年樋・E・r=;司・・

高齢者や家族の心配ごと、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41 -4 1 1 0 

P 
2 

P 
12 

P 

N 

撮
影
/
赤
羽
仁
諭

p
日

一
県
庁
探
訪
/
企
画
調
整
室
政
策
班

p
同

一
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
小
杉
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
が
咲
く

一
瞬
の
喜
ぴ
の
た
め

に

一
年
間
を
費
や
す
と
い
う
伊
藤
徳
仁
さ
ん
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
の
メ

ッ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ

へ
視
察
に
行
っ

て
き
た
そ
う

で
球
根
の
研
究
や
品
種
改
良
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
伊
藤
さ
ん

の
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
を
見
る
目
は
と

っ
て
も
優
し
く
て、

の
自
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
ま
し
た
。

-~L正弘司同同町4F.・

消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

告 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

少
王F

-・・・・・且弓._;!・同園恒E唖wr..F.__  _ 

-・・・・.. 且血彊箇置副邑圃固盟・・・・・・

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-411附)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-941附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

fi(0765)24-5311間
砺j皮市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151 (1-tl 

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

百炎相民県

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120日6-7400(県庁県民生活課内)

副 首厩ALOE1昆1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

県わらの木、ソトニ三一λ見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

T¥I ロ
Ea凶E宙定対・・t悶・][・E

国
巴
わ
り
、
う
の

上
平
村
村
立
「
楽
雪
住
宅
」

馴9:30-9:35

圃圃圃園田園目提-j司・・邑"...... 
-チューリ ップテレビ 毎週土曜日AM9:30-9: 45 
「志の輔 ・陽子のふるさとトーク」

・北日本放送 毎週日曜日AM9:30-10:DO
「こんにちは富山県で、す」

4/ア県政パススター卜

4ハ4春の観光地を訪ねて

4/21ふるさと創生
4/28花の路とやまを歩く

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rllO万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

国
道

一
五
六
号
線
、
上
平
村
庁
舎
を
過
ぎ
て

間
も
な
く
、

右
前
方
に
膨
ら
み
を
持
っ
た
切
妻

が
ん
こ
う

屋
根
が
雁
行
し
て
見
え
て
く
る
。
妻
側
の
漆
喰

壁
が
木
組
を
浮
き
出
し
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は

「合
掌
造
り
」
の
妻
に
あ
る
障
子
の
白
さ
を

連
想
さ
せ
る
。
土
地
に
根
、さ
し
た
造
形
の
。
翻

訳
。
を
試
み
た
デ
ザ
イ
ン
が
持
つ
親
し
み
で
あ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
を
計
算
し
尽

盟

く
し
た
建
築
家
の
力
量
で
あ
ろ
う
か
、
玉

置

む

り

掴

EE--

箇
山
と
い
う
風
景
の
中
で
す
で
に

d
p
圃

を
意
識
さ
せ
る
だ
け
の
調
和
と
存
在
感
に

副

満
ち
て
い
る
。
し
か
も
、
湖
水
に
羽
を
広

騒

げ
た
大
鳥
の
よ
う
に
見
え
る
五
棟
の
住

宅

関

と
膨
ら
み
の
あ
る
片
流
れ
屋
根
が
印
象
的

野

な
集
会
所
に
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
と
い
う

密

造
形
提
案
の
中
に
も
う
一
つ
画
期
的
な
実

暫

験
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

惑

そ
れ
は
、
「
自
然
落
雪
」
方
式
を
採
用
し

謬

た
屋
根
と
、
沢
水
を
利
用
し
た
融
雪
池
を

鞠

組
み
合
わ
せ
て
、
平
年
3
m
を
越
す
積
雪

慢

が
あ
っ
て
も
J

宮
お
ろ
し
e

の
必
要
が
な
い
冬

季
生
活
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
宿
命

的
な
屋
根
の
雪
お
ろ
し
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

が、

村
の
存
続
に
も
関
わ
る
深
刻
な
問
題
に
将

来
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
危
機
感
か
ら
か
、
村
当

局
の
判
断
と
取
り
組
み
に
も
格
段
の
も
の
が
あ

っ
た
。

「始
め
は
雪
が
落
ち
る
音
に
驚
い
た
け
ど
、
音

が
聞
こ
え
る
度
に
J

雪
お
ろ
し
。

せ
ん
で
も
い

い
が
や
な
あ
と
思
う
た
ら
安
心
で
し
た
。
周
り

に
3
m
の
雪
が
あ
っ
た
け
ど
、

降
っ
た
雪
か
ら

落
ち
る
も
ん
で
、
屋
根
に
は
雪
が
積
も
ら
ん
が

で
す
ね
」

今
冬
入
居
し
た
主
婦
の
話
だ
。
か楽
雪
住
宅
。

と
い
う
愛
称
の
通
り
、
ま
さ
に
雪
を
楽
し
む
だ

け
の
余
裕
が
こ
の
住
宅
に
は
あ
る
よ
う
だ
。
し

-
海
王
丸
の
取
材
。
ち
ょ
う
ど
補
修
中
と

か
で
、

一
般
公
開
は
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
取
材
と
い
う
こ
と
で
特
別
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ピ
ュ
l
ピ
ユ

l
冷
た
い
潮
風
の
吹
く
中
、
ミ
ス
の
方
に
は

短
い
ス
カ
ー
ト
で
震
え
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
寒
い
中
で
も
テ

キ
パ
キ
と
行
動
す
る
海
の
男
の
姿
に
は
、

た
だ
た
だ
感
動
!
(
T
)

$
青
井
谷
の
御
後
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
の
は

午
後
八
時
半
。
み
こ
し
の
取
材
な
の
だ
が

話
は
趣
味
や
仕
事
な
ど
他
方
面
へ
広
が

っ

て
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け
る
の
が

取
材
の
楽
し
み
だ
が
、
ふ
と
時
計
を
見
る

と
も
う
十
時
す
ぎ
。

仕
事
で
お
疲
れ
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
御
後
さ
ん
ハ

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(M
)

.
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
自
分
も
農
業
後
継
者
の

一

人
で
す
が
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

正
直
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時、

城

端
の
野
口
営
農
組
合
を
取
材
し
て
、
前
途

に

一
条
の
光
明
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
と

い
う
の
は
、
農
業
外
の
仕
事
に
支
障
を
き

た
さ
ず
、
か
つ
、
収
益
率
が
非
常
に
高
い

兼
業
農
家
の
実
例
を
見
た
か
ら
で
す
。
日

本
の
文
化
と
も
言
え
る
稲
作
。
創
意
工
夫
の

精
神
で
守
り
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

頑
張
れ
富
山
県
農
家
!
(
陥
)

か
し
、
五
箇
山
の
暮
ら
し
は
、
雪
と
の
戦
い
の

中
で
こ
そ
地
域
の
連
帯
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

こ
の

一
群
の
建
築
は
新
し
い
邑
と
し
て
、
ま
た
、

強
い
ら
れ
た
連
帯
か
ら
求
め
ら
れ
る
連
帯
へ

協
調
へ
の
提
案
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ

λ
J
A
υ

。
楽
雪
住
宅
の
屋
根
か
ら
雪
が
滑
り
落
ち
て
三

年
、
計
画
さ
れ
た
建
築
群
が

か邑
。
を
な
し
て

一
一
年
目
の
今
冬
、
そ
ろ
そ
ろ
村
人
の
問
で
も
雪

の
積
も
ら
な
い
膨
ら
み
の
曲
面
屋
根
に
羨
望
の

噂
が
立
ち
始
め
て
い
る
。
村
当
局
は
、
屋
根
の

落
雪
化
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
本
格
的
な
屋

根
雪
対
策
に
乗
り
出
し
て
き
た
。
将
来
、
五
箇

山
か
ら
話
ヨ
お
ろ
し
。
と
い
う
言
葉
が
消
え
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
、

一
緒
に

培
わ
れ
た
心
の
紳
ま
で
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

雪
と
は
疎
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、

楽
し
い

も
の
だ
と
我
々
大
人
に
教
え
て
く
れ
た
子
供
の

よ
う
な
天
才
建
築
家
に
感
謝
し
た
い
。

茸
真
/
風
間
耕
司
(日
本
官
』
寸
真
家
協
会
会
員
)

文
/
岡
田
順

一
(
富
山
エ
デ
ィ
タ
サ
ロ
ン
会
員
)
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キ

ャ

ン
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ン

期
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中

岡

田
県
内
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力
あ
ふ
れ
る
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彩
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回
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司

4
月
日
日
目
い
き
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き
富
山
観
光
キ
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引

T
A
P
叩
S
オ
ー
プ
ニ
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(
富
山
城
祉
公
園
)

4
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1
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i
5月
5
日
一⑪
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富
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企画発行 富山県企画県民部広報課富山市新総曲輪lの7fi31-3131(県民相談電話) /印刷チユー工ツ
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